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　本研 究で は聴覚障害学生支援 活動 にお ける支援活動の 行動意図に 関連す る要因 を検

討 した。A 大学の聴覚障害学生の 支援 グル ープ に所属する支援学生 56名を対象に質問

紙調査 を行 っ た 。 そ の 結果、聴覚障害学生支援活動 にお い て も、妹尾 （2001）の 概念

モ デ ル があて はま っ た 。 すなわち、支援学生は 自分 の 援助の 効果に つ い て肯定的 な認

識を得る こ とで援助成果を認識 し、支援活動へ の 行動意図が強め られて い た 。 さ らに、

支援グ ル ープへ の 効果認識 と支援活動を継続する意図が 関連 を示 し、また、支援 グル ー

プへ の 帰属意識の 高い 学生ほ ど、支援活動 を積極的に行 う意図や、卒業後も聴覚障害

児 ・者へ の 支援活動 に 関わ ろ うとす る意図が 強か っ た 。 こ の こ とか ら 、 実践 にお い て

は、支援学生が 自分の 行動が聴覚障害学生や 支援グル
ープの役 に立 っ て い ると実感で

きる ような配慮が有効で ある と考 えられた 。
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ー ・

ワ
ー ド ：聴覚障害学生支援

　　　　　　　織へ の 帰属意識

ボラ ン テ ィ ア活動継続の 動機づ け　援助成果　組

L 問題 と目的

　 1．聴覚障害学生支援における課題

　現在、全国の 大学に は聴覚 に障害の ある学生

（以下 、 「聴覚障害学生」とい う）が 多数在籍し

て い る （日本学生 支援機構 ， 2013）。 聴覚 障害

学生 の 大学生活にお い て 最も大きな問題に なる

の が 授業場面で の 情報保障で あ り、 情報保障に

お い て は、ボ ラ ン テ ィ ア の 学生 （以下 、 「支援

学生 」 と い う）が 支援者をして い る大学が多 い

（日本学生支援機構 ， 2013）。

　 しか し 、 1名の 聴覚障害学生が確実 に情報保

障 を受け る た め に は、最低 で も20〜30名 の 支

援 学 生 が 必 要 で あ り （日本 学生 支 援 機構 ，

2006）、 支援学生が十分 に確保 され て い る 大学

は ほ とん ど な い （日本 学生 支援機構，2005）。

支援学生が 不足する原 因の
一

つ に、支援学生が
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活動 を継続 で きない と い う点が あげられ る 。 そ

の ため、聴覚障害学生が安定 して情報保障を受

けられ るた め には、支援学生 が活動を継続で き

る環境を整 える必要がある 。

　2 ．援助成果のモ デル

　ボ ラ ン テ ィ ア活動の 継続 と関連する心理プ ロ

セ ス に つ い て 、 妹尾 （2001） は 、 援助成果 と い

う観点か らモ デ ル を提案 して い る （本研究で は

こ れ を 「援助成果 の モ デ ル 」 と い う）。 援助成

果 とは、「向社会的行動 にお い て 、他者 と の 相

互 作用 を通 じて、援助者 自身が 認知する心 理 ・

社会的な内的報酬」 （妹尾 ， 2001）と定義され 、

妹尾 （2001）に よる と 、 援助行動を行うこ とに

よ っ て 、 自分の援助が 有効で あ っ た ど うか とい

う援助 の 効果認識が生 じ、 援助者 は 、 行 っ た援

助が 有効であ っ た と肯定的に認識すれ ば、援助

成果 を得 る 。 そ して 、援助成果が 得 られ れ ば、

次の 援助行動が動機づ けられ る 。 す なわち 、 援

助の 行動意図が 強化 され る 。
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　援助成果 の モ デ ル は 、 ボ ラ ン テ ィ ア活動 を行

う中高年 （妹尾 ・高木，2003）や、専門学校生

（妹尾，2008）を対象 と した研究 に よ っ て 実証

され て お り、聴覚障害学生へ の 支援活動にお い

て もあて はまる可能性が ある 。

　 3．ボ ランテ ィ ア組織へ の帰属意識

　 ボ ラ ン テ ィア活動の 継続 と関連する要因とし

て 、もう
一

つ
、 ボ ラ ン テ ィ ア組織へ の 帰属意識

があげ られる 。 聴覚障害学生へ の 支援活動は多

くの 支援学生 を必 要 とす るた め 、 支援学生 が組

織 を形成して活動 を行 う場合が ある 。 集団で行

われ る ボ ラ ン テ ィ ァ活動 にお い て は、組織へ の

帰属意識の 強 い メ ン バ ーほ ど、ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 を継続す る気持 ちが強 い こ とが 明らか に され

て お り （安藤 ・広瀬，1999；Grube　and 　Piliavin，

2000；Omoto 　and 　Snyder，1995 ；Simon，　Sdirrner

and 　Steffens， 2000）、 こ の こ とか ら、 支援組織

へ の 帰属意識の 強 い 学生ほ ど、支援活動を続け

よ うとする気持ちが強 い と考え られ る 。

　 4 ．目的

　本研 究で は 、聴覚障害学生 が安定 して 情報保

障を受け られ る環境 を整える際に参考 となる基

礎的な知見 を得 るた め 、 支援学生 における 、 支

援活動へ の 行動意図と関連する要因を 明らかに

す る こ とを目的とする。具体的に は、聴覚障害

学生へ の支援活動にお い て も援助成果 の モ デ ル

が あて は まる の か どうか を検討す る 。 すなわち、

援助 の 効果認識 に よ っ て援助 成果が もた らさ

れ 、 行動意図が強化 され るか どうか を検討する 。

また 、 帰属意識 な どの 要因 も含め て 、行動意図

と関連す る要因に つ い て検討を行う。

皿．方法

　 1 ．調査対象者

　2009年度 に A 大 学の 聴覚障害学生 を支援す

る グ ル ープ （以 下、「支援グ ル ープ」 とい う）

に 所属 し て い た 学生 105名 に調 査協 力 を依頼

し、 そ の うち 56名 （男性 13名 、 女性 43名） か

ら回答が得 られた 。 回答者の 平均年齢 は20．8歳

（SD1 ．4歳）であ っ た 。

　 2．手続 き 、 お よび倫理 的配慮

　 2009年 5〜 11月に質問紙を封筒 に入れ て 個

別 に配布 し、回答後、封を した質問紙 を支援 グ

ル ープ の 控え室 に設置 した 回収箱 に入れ て も

ら っ た 。 なお 、 質問紙 の 表紙 には、記入済み の

質問紙は研 究 目的の み に使用 する こ と、調査 は

無記名で行い 、個人が 特定 され る こ とは ない こ

と、質問紙は慎重に保管す る こ と 、 回答 をもっ

て 調査 に 同意 した とみ なすこ とな ど を明記 し

た 。

　 3．質問紙の構成

　 （1）援助 の 効果認識 ：自分の 行動 が聴覚障害

学生 の 役 に 立 っ て い る とい う認識 （以 下 、 「援

助効果」と い う）、 お よ び、自分 の 行動が 支援

グ ル ープ の 役 に 立 っ て い る とい う認識 （以 下、

「グ ル ープ効果」とい う）に つ い て、Grube　and

Piliavin（2000）、妹尾 ・高木 （2003）を参考に

設問を 2 項 目ず つ 作成 した （Table　l）。 回答形

式 は 、 「全 くあて はま らない 」 （1点）、 「あ ま り

あて は ま らな い 」 （2点）、「どち らか とい え ば

あて はま らない 」（3点）、「どちらともい えな い 」

（4点）、 「どち らか とい えばあて は まる」（5点）、

「やや あては まる」 （6点）、 「非常 にあて は まる」

（7点）の 7件法で あ っ た 。

　なお 、 援助効果 、 グ ル ー
プ効果に含まれ る項

目に つ い て、それぞ れ主 成分分析 とCronbach

の α 信頼性係数の 算出を行 っ た と こ ろ、い ずれ

の場合 も内的一
貫性が 確認され た （Table・1）。

　 （2）援助成果 ：支援活動 をす る こ とで 、 人間

関係が広が っ た り、 深 まっ た りした とい う援助

成果 （以下、「人間関係」 とい う）、 お よび 、 支

援活動 をす る こ と で 、学生生 活が充実 した と感

じた り、 自分 自身 に よい 変化 を感 じた りした と

い う援助成果 （以 下 、「自己 の 強化」 と い う）

に つ い て、妹尾 ・高木 （2003）や 高口 ・田中 ・

吉原 （2005）を参考に 設問を 5 項 目ずつ 作成 し

た （Table　2）。 回答形式は、「全 くあて は まらな

い 」 （1点 ）か ら 「非常 に あ て はまる 」 （7点）

の 7件法で あ り、 十分な内的一貫性が確認 され

た （Table　2）。
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Table 　1 援助 の 効果認識に含まれ る項 目の 主成分分析結果、平均値、標準偏 差および α 係数 （n ＝56）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項 目

援助効呆 　　　私 の 通訳 は 、聴覚障害学生 が授業 を理 解す るの に役立 っ て い る。
　 　 　 　 私の 通訳 は．聴覚 障害学住 が授業 に参 加す るにあ たって 、大切 で あ る。

第 1 主成分負荷 量　 　 平均 値　 　 　 SD

別

糾

88 5．415
．23O

．87e
．95

固有値

第 工主成分寄与 率 （％）

a 係 数

L5678

．15
，72

グ ル
ープ効果 私が通訳 者 をして い るこ とは、通訳 者派遺 で きな い 講義を な くすた め に 役立 っ て い る。

私が支援 学生 を して い るこ とは 、支援 グ ル
ープの 活動の 役 に立って い る。

．9虱0

．910
5．325
．211

．28
工．02

固有値

第 1主成分寄与．率 （％）

a 係数

1．6682
．75
．78

Table　2　援助成果 に含まれ る項目の 主成分分析結果、平均値、標準偏差お よび α 係数 （n ＝56）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項 目

人 間関係 　　　支援活動を通 して 、仲の 良い 友だ ちが で きた。
　 　 　 　 支援 活動 を通 して 、自分とは異なる学部

・
学科 （研究科 ・専 攻1 の 友だ ちがで きた 。

　 　 　 　 支援活動を通 して 、自分 とは異 な る学 年の 人 と仲 良 くなれた。
　 　 　 　 支援活動を通 して、何で も話 し合える相手が得 られた。
　 　 　 　 支援 活動 を通 して．以前か らの友だ ちと．よ り親密になれた 。

第 工主成分負荷量　　　平均値　　　 SD

．927
．793
．779
．636
．543

5、365
、756
、003
．634
．56

1、511
，430
．951
．811
．69

固有値

第1主成分寄与率 〔％）

α 係数

2．SO55
．89
、77

自己の 強化　　支援活動をするこ とで、学生生活がより充実した もの にな っ た。

　 　 　 　
’
支援活動に や りが い を感 じたb

　 　 　 　 支 援活動 を通 して 、自分 自身が成長 で きた。
　 　 　 　 支 援活動 をす るなかで、通訳 技術 を高めた い と思 うよ うに な っ た。
　 　 　 　 支 援活動 を通 L て 、臼分が他者に必 嬰とされて い る と実感 で きた e

．854
、S46
．761
．758
．625

5，456
．075
．736
．365
．14

1．431
．021
．150
．801
．38

固有
’
値

第 1主成分寄与率 〔％）

a 係 数

3．0560
、9S
．82

　（3）行動意図 ：情報支援活動
1）
を継続する意

図 （以下、「活動継続意図」 とい う）、 情報支援

活動の み な らず、支援グ ル ープの 運営 を行 うな

ど、積極的に支援活動に 関わろ うとす る意図 （以

下、「グ ル
ー

プ活動意図」 とい う）、お よ び 、 大

学を卒業 ・修了して も聴覚障害児 ・者へ の 支援

活動 を行お うとする意図 （以 下 、「支援継続意図」

とい う） に つ い て 、 Abrams
，
　Ando 　and 　Hinkle

（1998）、安藤 ・広瀬 （1999）、 お よ び、妹尾 ・

高木 （2003 ）を参考 に項 目を作成 した （Table　3）。

回答形式は、「全 くあて はまらない 」 （1点）か

ら 「非常に あて は ま る」（7点）の 7件法で あ り、

十分 な内的
一
貫性が確認され た （Table　3）。

　 （4）帰属意識 ：支援 グ ル
ープへ の 帰属 意識

（以下 、 厂帰属 意識」 とい う）に つ い て、唐沢

（2001）を参考 に 5項 目を作成 した （Table　4）。

回答形式は、項 目 1〜 3 は 「全 くあて は ま らな

い 」 （1点） か ら 「非 常 にあて は まる」 （7点）

の 7件法、項目 4 は 「支援活動に関わ っ て い な

い 人 の ほ うが 明 らか に多 い 」 （1点）か ら 「支

援チ ーム の メ ン バ ー
の ほ うが 明 らか に多い 」の

7 件法、そし て 、項 目 5 は 「全 くい な い 」 （1点）

か ら 「た くさん い る」（7点）の 7件法で あっ た 。

また 、 十分 な内的
一

貫性 が確認 された （Table　4）。

　（5） フ ェ イス シ ー ト：受講した養成講座の 種

類 （手書き要約筆記、パ ソ コ ン要約筆記、手話

通 訳）と受講 した 時期 、 現在 、 情報支援活動 を

行 っ て い る頻度 、 支援グル
ー

プ の 運営ス タ ッ フ

経験 、 年齢 、 性 別 、 所属学部 ・学科 （研究科 ・

専攻）の 記入を求めた 。 また 、養成講座 を受講

した時期 をもとに支援活動 を行 な っ て い る期 間

（以下、「活動期 間」 とい う） を算 出し、 分析 に

使用 した 。
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Table　3　行動意図に含まれ る 項 目の 主成分分析結果、平均値、標 準偏差お よび α 係数 （n ＝56＞

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項目

私 は、今 年度の 2学期 に、週 に 1回 以 E通訳 に 入 りたい 。
私 は 、卒業 （修了 ）す るまで毎学期 、週 に 1回以 上通訳 に 入 りた い 。
私は 、支援活動 をやめ るこ とを考 i て い る．　 （R ） 1／

第1主成分負荷量　　 平均値　　　SD

活動継続 意図 ．9］s
．904
．772

5，665
、345
．7ア

1．77L59L53

固有値

第 1 主成分 寄与率 （％ ｝

a 係数

2．2675
、17
．83

グル ープ活動 意図 私 は、支援 グル
ープの 運営 ス タ ッ フ として 支援 活動に 参加 した い ．

私 は、養 成講座
2
切 ス タ ッ 7 と して 活 動 した い 。

私 は、大 学が主催 する障害学 生支援 に 関す る シ ン ポジウ ム の 学生 ス タ ッ フ と して 活動 した い 。

．s78
．872
，u40

3．594
．093
．48

1、691
．851
．41

固有値

箒 1主 成分寄与 率 （％ 〕

a 係数

2、訓
74．60
．83

支援 継続 意図 私 は．卒 業 （修了 ｝後 も聴覚 障害児 ・者の 支援 活動 に 関わ りたい c
私は 、大学 （院）在学中 しか、聴覚 障害児 ・者 の 支援 活動 に関わ らな い つ も りだc　〔R ｝

．953
、953

5．215
．251

．501
．56

固有値

第 1主 成分寄与 率 〔％）

n 係 数

1．8290
．75
．go

1） 〔R） は逆転項 U 。分析 の 際は得点 の 逆転修 正 を行 った。
2）新規の 支援学生を養成する講座で あ り、学生 がス タ ッ フ を務 め る。

Table　4　帰属意 識 に含ま れ る 項 目の 主 成分分析 結果、平均値、標準偏差お よ び α 係数 （n ＝56）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 項 目

帰属意 識 　　　1．私が学生 生活を送 る 上で 、支援グ ル
ー

プ は大切 な存在 で あ る。
　 　 　 　 2．私は．支援 グル

ープに 愛着を感じて い る e

　 　 　 　 3．私は．普段 の 会話 の なかで ．支援活動 の こ とを よく話題に す る。
　 　 　 　 4．あなた が 日頃、よ く会話 をす る友だ ちは、支援 活動 に関わ っ て い な い 人 と、支援グル

ープの メ ン

　 　 　 　 バ
ー

で は ，ど ち らが多 い で すか。
　 　 　 　 5，あ なた の 考 えや 行 動に 影響 を 与えた 人 は 、支援グ ル ープ の メ ンバ ーの なか に どの くらい い ますか。

第 1主 成分負荷 量　 　　平均値 　　 　 SD

．813794655

．628

5．02　　　　　　1．47
5．OO　　　　　　1．44
4、OO　　　　　　1．63
3、00　　　　　　2．15

　 ．626
固 有値

第 1主成分 寄与率 〔％）

α 係数

5．43　　　　　 1．622
．5150
．11
．73

　4．分析に用 い たデ ー
タ

　以降 の 分析で は、そ れ ぞれ の 項目 の 合計得点

を尺度得点 として用 い た 。

皿．結果

　 1．変数問の相関

　分析で 用 い る変数に つ い て 、変数 間の ピ ア ソ

ン の 相関係数をTable・5 に示 した。

　援助の 効果認識 と援助成果 との 関連 につ い て

は、援助効果 と 「自己の 強化」、 グ ル ープ効 果

と 「人間関係」、 「自己の強化」との 問に中程度

の 有意 な正の 相関 を示 した 。

　援助成果 と行動意図 の 関連 に つ い て は、「人

間関係」とグ ル ープ活動意図 、 支援継続意図 、 「自

己の 強化」 と支援継続意図 と の 間に 中程度 の 有

意な正の 相関 を示 した 。

　行動意図 と最 も強 い 関連を示 した変数は 、 活

動継続意図 に つ い て は グ ル ープ効果で あ り、 中

程度の 有意 な正の 相関を示 した 。 グル ープ活動

意図、支援継続意図に つ い て は帰属意識で あ り、

中程度 の有意な正 の相関 を示 した 。

　帰属意識 は、援助成果の 「入間関係」 とは 強

い 有意 な正 の 相 関 、 「自己の 強化」 とは 中程度

の 有意な正 の 相関を示 した 。

　活動期間 と行動意図 と の 関連 に つ い て は、活

動期 間と活動継続意図 との 間に弱 い 有意な負の

相関が み られ た 。 こ れ は、活動期間の長い 支援

学生の 多 くは上 級生 で ある こ とか ら 、 上 級生 は

就職活動や研究の た め、情報支援活動を実施し

づ ら い と い うこ とを意 味し て い る と考え られ

る 。

一
方 、 活動期間 と支援継続意図 と の 間に は

弱 い 有意 な正の 相関がみ られ 、 活動 を長 く続 け
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Table　5　支援活動に関わ る 変数間 の 相関係 数

1

援 助の 効果 認 識

2

　援助成果

3 4 5

行動意図

　 6 7 8

1．援助効果

2．グ ル
ープ効果 ．6ユ ＊串

3，人 間関係

4．自己の 強化

，39

．69

＊ ＊

＊ ＊

，43

，65

＊ ＊

＊ ＊ ．63　 ＊＊

5．活動継続意 図

6．グ ル ープ活 動 意 図

7．支援継続意図

，30

．22

．37

＊

＊ ＊

．49

．28

、42

＊ ＊

＊

＊ ＊

．12

，43　 ＊ ＊

．46　 ＊ ＊

．32　 ＊

．38　 ＊ 串

．54　 ＊ ＊

，34　
＊ 串

．19 ．31 ＊

8．帰 属 意識 ．42 ＊ ＊ ，40 ホ ＊ ．71　 ＊ ＊ ，67　 ＊＊ ．18 、46 ＊ ＊ ．60　 ＊ 串

9．活動期聞 ．23 ．15 ．46　 ＊ ＊ ，3ユ　
＊ ．．28　 ＊ ．．15 34　 ＊＊ ．41 ＊＊

＊ ＊

p ＜ ．Ol，＊p く ．05

て い る支援学生ほ ど、 卒業後 も聴覚障害児 ・者

へ の 支援活動を行お うとする気持ちが強 くなっ

て い た 。

　 2．援助成果 を決定する要因

　まず、援助 の 効果認識が援助成果 に及ぼす影

響を検討するため に、援助成果 を従属変数 と し、

援助効果 、 グ ル ープ効果 を独立変数 とする重回

帰分析 を行 っ た 。 分析 は変数増減法 を用 い 、 偏

回帰係 数の 有意性 5％ を基準に変数を投入 し、

10％ を基準に 変数を除去 した 。 なお、以降の 重

回帰分析 はす べ て 、 同様の 方法で行 っ た 。 分析

の 結果 をTable　6に示す 。

　「人 間関係」に つ い て は 、 グル V一プ効果の み

が選択 された 。
こ の こ とか ら、自分の行動が支

援グ ル ープ の役に立 っ て い る と認識 して い る支

援学生ほ ど、人間関係が 広が っ た り、深 まっ た

りした と認識 して い た 。

Table　6　援助成果を従属変数とした重回帰分析結果

人聞関係 自己 の 強化

援助効果

グ ル ープ効果 ．43　 ＊＊

．46　 ＊ ＊

，37　 ＊＊

決定係数

F 値

　．1712

．56 　
＊ ＊

　．5433

．34　
＊ ＊

＊ ＊

」ワ
＜ ．01，＊

　p く ，05

数値 は 標準偏回帰係数

　
一

方、「自己 の 強化」に つ い て は 、 援助効果 、

グル ープ効果 と もに有意な説明変数とな り、決

定係 数 も．05 以上 とい う十分な値 （大六 ，2009）

が 得られた 。 よ り高 い 標準偏回帰係 数を示 した

の は援助効果で あ り、自分の 行動が聴覚障害学

生の 役に 立 っ て い る と認識 して い る支援学生 ほ

ど 、 支援活動をす る こ とで 学生生 活が 充実 した

と感 じた り、 自分 自身に よ い 変化 が生 じた と認

識 した りして い た 。

　 3．行動意図 を決定する要因

　 （1）援助成果 モ デ ル か らの 検討 ：援助成果が

行動意図に及ぼす影響を検討するため に 、 行動

意図 を従属変数と し 、 援助成果 を独立変数とす

る重 回 帰分析 を行 っ た 。 そ の 結果 を Table　7 に

示す 。

　活動継続意 図に つ い て は、「自己の 強化 」の

みが 選択 され 、支援活動をする こ とで 、 学生生

活が 充実した と感 じた り、自分自身に よ い 変化

が生 じた と認識 した りして い る支援学生 ほ ど、

情報支援活動 を続け よ うとする気持ちが 強 く

な っ て い た 。

　 グ ル ープ活 動意 図に つ い て は 、 「人 間関係 」

の み が選択され、支援活動 をする こ とで、人間

関係が広が っ た り、 深 まっ た りした と認識 して

い る支援学生ほ ど、積極的に グ ル ープ活動に関

わろうとする気持 ちが強 くな っ て い た 。

　支援継続意図 に つ い て は、「自己の 強化」 の
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Table　7　行動意図 を従属変数、援助成果を独立変数 とした重回帰分析結 果

活動継続意図　　グ ル
ープ活動意図　　支援継続意図

人間関係

自己 の 強化 ．31　 ＊

．43　 ＊ ＊

．54 　 ＊＊

決定係数

F 値

．085

．99　 ＊

　 ．1712

．08　 ＊ ＊

　 ．2721

．62　 ＊ ＊

＊ ＊

p く 、01，＊

p 〈 ，05

数値は標準偏回帰係数

みが 選択 され 、 支援活動 をす る こ とで 、 学生生

活が 充実 した と感 じた り、 自分 自身に よい 変化

が生 じた と認識 した りして い る支援学生 ほ ど、

大学を卒業 ・修了 し て も聴覚障害児 ・者 へ の 支

援活動 を続け ようとす る気持ちが強 くな っ て い

た 。

　全体を通 して み る と 、 い ずれ も決定係数は 低

い もの の 有意で あ り、行動意図は援助成果 の 影

響 を受 けて い る こ とが示 された。

　（2）すべ て の変数に よる検討 ：次に、行動意

図 に影響を及 ぼす要 因を検討するた め に 、 行動

意図 を従属変数 と し、 その 他の す べ て の 変数 を

独立変数とす る 重回帰分析 を行 っ た 。 そ の 結果

をTable　8に示す 。

　活動継続意 図に つ い て は、グ ル
ー

プ効果の み

が 選択 され、自分の 行動が 支援グ ル
ー

プ の 役に

立 っ て い る と認識 して い る支援学生 ほ ど情報支

援活動 を続けよ うとする気持 ちが 強 くなっ て い

た 。

　グ ル
ー

プ活動意図、支援継続意図に つ い て は、

帰属意識の みが選択 され 、 支援 グル ープへ の 帰

属意識の 強 い 支援学生ほ ど、積極的 に支援活動

に関わ ろ うとする気持ちや 、 大学 を卒業 ・終了

して も聴覚障害児 ・者へ の 支援活動 を続け よう

とする気持 ちが 強 くな っ て い た 。

　全体を通 して み る と、 い ずれ も決定係数は有

意で あ り、また 、援助成果の み を独 立変数と し

た場合 と比 べ て 、 値 が高 くな っ て い た。

N ．考察

　 1．援助成果 モ デル の 検討

　本研 究で は まず 、 妹尾 （2001）の 援助成果モ

デ ル が 聴覚障害学生 へ の 支援活動に お い て もあ

て は まる の かど うかを検討 した 。 その 結果 、 援

Table　8　行動意図を従属変数、そ の他の変数を独立変数とした重 回帰分析結果

活動継続意図　　グル ープ活動意図　　支援継続意図

援助効果

グ ル
ー

プ効 果

人間関係

自己の 強化

帰属意識

活動期間

．49　 ＊＊

．46　＊ ＊ ．60　＊＊

決定係数

F 値

　．2317

ユ4　 ＊＊

　．1914

．25　＊＊

　 ．3429

．72　＊＊

＊＊

∫
ア 〈 ．el，＊

　p く ．05

数値は標準偏回帰係数

一 50 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

聴覚障害学生 支援活動 に お け る 支援学生 の 行動意図の 規定因

助の 効果認識が 援助成果に影響を与え、援助成

果が行動意図に影響 を及ぼす と い う、 援助 成果

モ デ ル と一致する結果が得 られた 。

　特に 、 援助の効果認識 と援助成果 と の 関連は

強 く、支援学生が支援活動を通 して 人 間関係や

学生生 活 を豊か にす るた め には 、 自分が聴覚障

害学生や 支援 グル ープの 役 に立 っ て い る と い う

認識が 重要である こ とが示 され た 。

　 こ の こ とか ら 、 実践に お い て は 、 支援学生 の

ケア （日本学生 支援機構，2007）の
一

環 と して 、

支援学生 た ちが 、 自分の 支援が聴覚障害学生や

他 の 支援学生 の 役に立 っ て い る と実感 で きる工

夫が必要で ある 。 具体的に は、有効な配慮の
一

つ と して 、 情報支援活動 を始め て 間 もない 支援

学生 と、 情報支援活動に熟達 した支援学生が ペ

ァ を組む とい う方法が ある 。 活動を始めて 間も

な い 支援学生 は、情報支援技術が 十分 で は な い

が 、 熟達 した支援学生 の サポ ー トを受ける こ と

で、より効果的な情報支援活動 を行 うこ とがで

きる 。 また、熟達 した支援学生 の 多 くは学部の

上級生や 大学院生である ため、就職活動や研究

の た め に 、 支援活動 に費やせ る時間が少な い
。

そ こ で 、 活動を初め て 問 もな い 支援学生 をサ

ポー トす る と い う役割 を得 る こ とで 、 自分 が支

援 グ ル ープの 役に立 っ て い る と実感で きるであ

ろ う。

　
一
方、重回帰分析の 結果、い ずれ も決定係数

（説明率）は低 く、支援学生 の 支援活動に 対す

る動機づ け を検討す る際には、援助成果以外の

要因 も考慮す る必要があ る こ とが示 された 。

　 2．支援活動 へ の動機づ け

　行動意図 を従属変数 と した重 回帰分析の 結

果、活動継続意図 と最 も関連 を示 した の は グ

ル
ープ効果で あ り、グ ル

ー
プ活動意 図、お よび

支援継続意図 と最 も関連を示 した の は帰属意識

で あ っ た 。

　活動継続意図 とグル ープ効果が関連 を示 した

理 由を、援助成果モ デ ル か ら解釈する と 、 自分

の 行動が支援グル ープの 役 に立 っ て い る と認識

して い る支援学生 は、情報支援を行お うとする

気持ちが強 い とい える。しか し、因果関係が 反

対で ある可能性 もある。すなわ ち、情報支援を

行お うとす る気持 ちが強 く、 実際 に情報支援活

動を頻繁に行な っ て い る支援学生 ほ ど、自分の

行動が 支援グ ル ープ の 役に立 っ て い る と認識 し

て い る 可能性 もある た め、因果関係 の 解釈 に は

慎重 になる必要がある 。

　 グル ープ活動意図 と帰属意識が関連 を示 した

とい う結果は、安藤 ・広瀬 （1999） と一
致 して

お り、 支援学生 た ちは 、 支援 グル ープや支援 グ

ル ープの 他 の メ ン バ ーとの 間に愛着や 結びつ き

を感 じる こ とに よ り、よ りコ ス トの 大き い 活動

に も積極的 に関わ ろ うとして い た。

　支援継続意図 もまた、帰属意識 と関連を示 し

た 。 こ の こ とか ら、 支援 グル ープへ の 帰属意識

の 強い 学生 は、「聴覚障害者を支援する」 とい

う組織の 価値観 を 自分 自身の価値観 と して 取 り

入 れ、そ の こ とが 、支援 グ ル ープが 対象 とする

聴覚障害学生に限 らず、聴覚障害児 ・者一般 を

支援 しようとい う気持 ちに つ なが っ た と考えら

れ る 。 本研究で は、帰属意識の 規定因に つ い て

は検討 しなか っ た が、安藤・広瀬 （1999）は 、 「活

動の お もしろ さが帰属意識 と関わ っ て い る可能

性が示唆されて い る」 と述べ てお り、本研究で

も、 援助成果 と帰属意識 に強 い 相関が み られ た 。

こ の こ とか ら、支援活動へ の 効果認識が援助成

果を もた ら し、そ れ が支援グ ル
ー

プ へ の 帰属意

識に つ な が り、支援グ ル ープへ の 帰属 意識が 、

広 く聴覚障害児 ・者を支えよ うと い う気持 ちに

つ なが っ た可能性がある 。

　援助成果以外の 要因を加 えた場合、援助成果

は、行動意図との 関連 を示 さ な くな っ たが 、こ

れ は 、 援助成果は特に帰属意識 と の相 関が強 く、

その 帰属意識が行動意 図と強 く関連 したため と

考え られ る 。

　 3． リミテーシ ョ ン

　本研 究 で は 、 A 大学 1校 の み を対象 と した 。

聴覚障害学生支援の シス テ ム は、そ れ ぞれ の 大

学の 個性が ある （日本聴覚障害学生 高等教 育支

援ネ ッ トワ ーク （PEPNet −Japan），
2009） こ とか

ら、 本研究の 知見 は 、 A 大学 の 特徴 を大 きく反

映 した もの で ある 点に留意す る必要が ある。す
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なわち、A 大学は大規模で先端的な支援体制が

構築され、聴覚障害学生や支援学生 同士 の 交流

が活発 なた め、その こ とが、本研究の 結果 に影

響 を与 えて い る可能性が ある 。

註

1）本稿で は、「手書 き要約筆記」「パ ソ コ ン 要約筆

　 記」「手話通訳」に よ っ て 聴覚障害学生 に音声

　 情報 を伝 える活動 の こ とを、「情報支援 （活動）」

　 と した 。
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Determinants of  Intentions to Support for Students with  Hearing Impairment

Ibtsuya MIZORO'  and  Kiyohike KAWAUCHI*"

  This study  fbcused on  volunteer  students  and  explored  factors that related  their intention to

participate in support  activities  for students  with  hearing impairment, A  questionnaire-based survey

was  administered  to 56 volunteer  students  at  A  university.  The  analysis  of  56 questionnaires supperted

Senoo's (2001) conceptual  model.  Namely, Affirmative evaluation  of  their own  helping behaviors

provides helping effects  for volunteer  students  and  helping effects for them  strengthen  their behavioral

intentions toward  support  activity.  The  main  results  were  as  fo11ows; (1) affirmative  evaluation  of  their

own  helping behaviors for the organization  strengthen  the intention to continue  information support,

(2) Organizational identification had a  significant  effect  on  intention to participate actively  the support

activity  and  to carry  out  support  activities  for individuals with  hearing impairrnent after graduation,

  In conclusion,  it is effective  to manage  support  activity  in order  to volunteer  students  can  feel they

are helpfu1 to students  with  hearing impairrnent and  their organization,

Keywords: supports  for students  with  hearing impairment, intention to continue  volunteering,  helping

         effects for helpers, organizational  idcntification

 **tforrner
 Graduate School of  Comprehensive Human  Sciences, University of  Tsukuba

UniversityofTsukuba

-53-


